



































































































































































































































































































































  



































































































































































































































































































































                                                                                                                                                                                                                                               

）（んさ
なせ

凪晟木々佐　部木土組倉豆伊

み
し
楽
が
場
現
事
工
川
河

　
﹁
釣
り
が
好
き
で

河
川
工
事
に

携
わ
り
た
い
と
思

た
﹂
と
建
設
業

に
進
ん
だ
理
由
を
話
す

뗒
川
の
生

態
系
を
壊
さ
ず

動
植
物
が
よ
り
良

い
環
境
で
す
め
る
よ
う
な
仕
事
を
し

て
い
き
た
い
﹂

　
２
０
０
３
年
帯
広
市
生
ま
れ

幕

別
白
人
小

札
内
東
中

帯
広
工
業

高
卒

河
川
工
事
や
環
境
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
を
得
意
と
す
る
伊
豆
倉
組

뗊帯
広
뗋
に
入
社
し
た
뗇
１
カ
月
間
뗆

役
員
や
先
輩
た
ち
か
ら
技
術
職
と
し

て
必
要
な
知
識
な
ど
を
学
び

ま
も

な
く
現
場
で
の
仕
事
が
ス
タ

ト
す

る
が

뗒
早
起
き
が
心
配
﹂
と
苦
笑

い
す
る


　
﹁
こ
れ
か
ら
の
現
場
が
楽
し
み


上
司
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
聞
き

来
年

入

て
く
る
後
輩
の
見
本
に
な
れ
る

よ
う

し

か
り
技
術
を
身
に
付
け

た
い
﹂
と
力
強
く
語

た


︵
完
戸
雅
美
︶

　
　
　
　
　
　
◇

　
こ
の
春

大
志
を
胸
　に

十
勝

で
社
会
人
　第
一
歩
を
踏
み
出
し
　た

﹁
フ
レ

シ

さ
　ん
﹂
た
ち
を
紹

介
す
　る


﹂
銅
﹁
回
前

﹂
を
い
戦
い
な
悔
後
﹁

　聴覚障害者のオリンピックといわれる「デフリンピック」땆１～日、

ブラジル）のバドミントン競技に、帯広市出身の長原茉奈美選手（）＝

埼玉県在住、ゼンリンデータコム所属＝が出場する。初出場した年大

会 땆トルコ땇では女子シングルスで銅メダルを獲得し뙘道民栄誉賞も受賞뙙

２度目の大舞台では「金メダルを取りたい」と世界の頂点を目指す。
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流放魚稚ケサに日５

集募加参が体団２内市

　帯広市内で５日、市民団体によるサ

ケの稚魚放流イベントが行われる。参

加者を募集している。

　とかち帯広サケの会（千葉よう子会

長代行）は午前時から、サケのふる

さと公園땆西南땇横の売買川で땎市

民放流祭」を開催する。雨天決行。

　コロナ禍の影響で３年ぶりの開催

で、今年で回目。協力する帯広第八

中学校自然観察少年団が昨年秋に人工

授精してふ化させた稚魚と、十勝釧路

管内さけます増殖事業協会から提供さ

れた約匹を放流予定。参加者が間

隔をとって静かに放流する。

　参加無料。定員人。問い合わせは

同会事務局の伊藤昭廣さん땆떵떵

땇へ。

　　　　　　　◇

　十勝川さけの学舎（藤堂博代表）に

よる放流会の参加希望者は、午前９時

分までに十勝川インフォメーション

センター（大通北２）に集合。同セン

ターから㍍下流で、約匹を放

流する。雨天決行、参加無料。

　参加は長靴で。問い合わせは藤堂代

表땆떵떵땇へ。

　○…帯広市内のぷれいおん・とかち

（西南５）で４月日、０～３歳児

向けの人形劇「ビーンズ・ドリーム～

まめちゃんのゆめ」が開かれた＝写真。２回の公演

に人が来場。子どもたちは人形の一つ一つの動き

に歓声を上げていた。

　○…京都を拠点に活動する人形劇団「くわえ・ぱ

ぺっとステージ」땆つげくわえさん）の公演。땎ビー

ンズ・ドリーム」は、さやの中から飛び出した豆ち

ゃんが、テントウムシや金魚と出合い、さまざまな

ピンチを乗り越えていく物語。

　○…豆ちゃんがクモの巣に引っかかった場面で

は、子どもは「どうするの？」と心配したり、つげ

さんの多様な声色に反応していた。茂原捺羽ちゃん

（２）は終始笑顔でのりのり。母の弥香さん（）

は「初めての体験でとても良かったです」と、捺羽

ちゃんの楽しげな様子に目を細めていた。

（牧内奏）

　　　　場出目種３ントンミドバ、身出広帯

輪
五
フ
デ
の
目
度
２
手
選
原
長

  

  

 
  

 

 

ぬ死」ンサウトオ「
のクャジクドンイ

育飼年、園物動ろひびお

 

 

 























































２度目のデフリンピックで金メダル獲得を目

指す長原選手（ゼンリンデータコム提供）

羽を広げる「オトウサン」땆おびひろ動物

園提供）

（１９）　　２０２２年땆令和４年땇５月１日（日曜日）　　　　（第３種郵便物認可）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　社　会　　　　　　　　　　

　
４
月
の
十
勝
管
内
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
新
規
感
染
者

は

月
別
で
過
去
最
多
の
５
７

４
１
人
に
達
し
た

感
染
力
が

強
い
﹁
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
﹂
の
爆

発
的
な
感
染
拡
大
は
収
ま
ら

ず

家
庭
内
感
染
の
連
鎖
も
絶

ち
切
れ
て
い
な
い
状
況

人
の

往
来
や
接
触
が
増
え
る
ゴ

ル

デ
ン
ウ
イ

ク
︵
Ｇ
Ｗ
︶
を
迎

え

医
療
関
係
者
は
﹁
さ
ら
な

る
感
染
拡
大
の
危
険
性
も
あ

る

一
人
一
人
が

自
ら
の
責

任
で
感
染
対
策
の
徹
底
を
﹂
と

注
意
喚
起
す
る


　
管
内
は
４
月
に
入

て
か
ら

も

ほ
ぼ
毎
日

新
規
感
染
者

数
が
３
桁
に


日
に
は
日
別

で
過
去
最
多
の
３
５
６
人
と
な

る
な
ど

高
止
ま
り
傾
向
に
変

化
は
み
ら
れ
な
か

た

感
染

者
が
月
別
で
最
も
多
か

た
今

年
２
月
︵
３
６
５
０
人
︶
を
２

０
０
０
人
以
上
も
上
回

た


　
ク
ラ
ス
タ

は
計
６
件

高

齢
者
施
設
３
件

グ
ル

プ
ホ


ム
・
有
料
老
人
ホ

ム
・
医

療
機
関
各
１
件

一
方

幼
稚

園
や
保
育
園
児

小
学
生
へ
の

感
染
拡
大
は

今
年
２
月
以
降

か
ら
続
い
て
お
り

管
内
の
全

感
染
者
の
う
ち


代
以
下
が

４
割

そ
の
親
世
代
と
な
る


歳
未
満
も
加
え
る
と

全
体
の

７
割
に
達
す
る
と
い
う


　
帯
広
市
医
師
会
の
稲
葉
秀
一

会
長
は

全
感
染
者
の
７
割
を

占
め
る

歳
未
満
の
内
訳
に
つ

い
て

뗒
乳
幼
児
を
含
む
小
学

生
以
下
２
割

中
学
生
と
高
校

生
が
各
１
割

そ
の
親
世
代
と

な
る



歳
が
３
割
﹂
と
話

す


　
市
内
の
医
療
関
係
者
は
﹁
親

か
ら
子
ど
も

き

う
だ
い


そ
し
て
ク
ラ
ス
メ

ト
な
ど


一
緒
の
空
間
に
い
る
子
ど
も
た

ち
に
広
が
り

そ
の
親
も
感
染

す
る
﹃
隠
れ
ク
ラ
ス
タ

﹄
の

負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
が
続
い
て
い

る
﹂
と
解
説

別
の
医
療
関
係

者
は
﹁
歓
迎
会
な
ど
の
飲
食
の

場
で
の
感
染
も
目
立
つ
﹂
と


４
月
の
特
徴
を
説
明
す
る


　
人
の
往
来
や
接
触
が
増
え
る

Ｇ
Ｗ
を
迎
え
た

道
は

道
民

に
呼
び
掛
け
る
뗒３
つ
の
行
動
뗓

と
し
て

３
密
回
避
や
ソ

シ


ル
デ

ス
タ
ン
ス
の
確
保


会
食
時
は
短
時
間
で
会
話
は
マ

ス
ク
着
用

感
染
の
不
安
を
感

じ
た
ら
無
料
検
査
の
受
診
│
を

挙
げ
る

さ
ら
に

帰
省
や
旅

行
に
つ
い
て
は

混
雑
し
な
い

時
間
や
場
所
を
選
ぶ
こ
と
や


引
き
続
き

ワ
ク
チ
ン
の
３
回

目
接
種
を
促
し
て
い
る


　

日
現
在
の
管
内
の

万
人

当
た
り
の
療
養
者
数
は
４
２
０

・
６
人

確
保
病
床
数
︵
計
１

６
２
床
︶
の
使
用
率
は

・
１

％

道
が
ま
ん
延
防
止
等
重
点

措
置
の
要
請
を
検
討
す
る
﹁
レ

ベ
ル
２
﹂
の
目
安
︵

万
人
当

た
り
療
養
者
数

人

病
床
使

用
率

％
な
ど
︶
を
大
幅
に
超

え
て
い
る


︵
松
岡
秀
宜
︶

　
耳
の
不
自
由
な
長
原
選
手
は

帯
広
聾
学
校
の
小
学
部

中
学

部
に
通
い

帯
広
大
谷
高

道

教
育
大
釧
路
校
を
卒
業

バ
ド

ミ
ン
ト
ン
は
小
学
１
年
か
ら
取

り
組
み
뗆実
力
を
磨
い
て
き
た
뗇

　
前
回
大
会
で
は
同
競
技
唯
一

の
メ
ダ
リ
ス
ト
と
な
り

混
合

ダ
ブ
ル
ス
と
混
合
団
体
で
ベ
ス

ト
８
入
り
し
た

当
時
は
白
糠

養
護
学
校
뗊
釧
路
管
内
白
糠
町
뗋

の
教
諭
だ

た
が


年
度
か

ら
現
在
の
所
属
に


年
の
世

界
デ
フ
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権

で
は

混
合
団
体
と
女
子
ダ
ブ

ル
ス
で
と
も
に
３
位

女
子
シ

ン
グ
ル
ス
８
強
の
好
成
績
を
挙

げ
た


　
長
原
選
手
は
今
大
会
で
も
３

種
目
に
出
場

女
子
シ
ン
グ
ル

ス

混
合
団
体
の
ほ
か

沼
倉

千
紘
選
手
と
組
む
女
子
ダ
ブ
ル

ス
で
は
息
の
合

た
コ
ン
ビ
ネ


シ

ン
で
の
金
メ
ダ
ル
獲
得

が
期
待
さ
れ
て
い
る


　
デ
フ
リ
ン
ピ

ク
は
４
年
に

１
度
開
か
れ
る
が

今
大
会
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
に
よ

て
１
年
延
期
と

な

た

練
習
が
十
分
で
き
な

い
な
ど
の
影
響
も
あ

た


　
４
月

日
に
所
属
先
で
開
か

れ
た
壮
行
会
で

長
原
選
手
は

﹁
心
理
的
不
安
が
あ

た
が


会
社
か
ら
の
サ
ポ

ト
な
ど
も

あ
り

こ
こ
ま
で
持
ち
こ
た
え

る
こ
と
が
で
き
た

本
番
で
は

後
悔
の
な
い
よ
う
に
戦
い
た

い
﹂
と
意
気
込
ん
だ

バ
ド
ミ

ン
ト
ン
日
本
選
手
団
は
同

日

に
現
地
カ
シ
ア
ス
ド
ス
ル
へ
出

発
し
た


　
デ
フ
リ
ン
ピ

ク
は
パ
ラ
リ

ン
ピ

ク
と
比
べ
る
と
認
知
度

が
低
く

ス
ポ
ン
サ

が
集
ま

り
に
く
い
と
い
う
뗇そ
の
た
め
뗆

選
手
は
大
会
遠
征
費
の
ほ
と
ん

ど
を
自
己
負
担

す
る
な
ど
現
状

は
厳
し
い

日

本
デ
フ
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
協
会
は
日
本
選
手
団
の

今
大
会
遠
征
費
を
ク
ラ
ウ
ド
フ


ン
デ

ン
グ
‖
Ｑ
Ｒ
コ

ド

‖
で
募
り

多
く
の
支
援
を
求

め
て
い
る


︵
松
村
智
裕
︶

　

　

大
西
胤
一
さ

ん
　
　

︵
お
お
に

し
・
た
ね
か
ず
‖
１
０
３
歳


上
士
幌
町
字
上
士
幌
東
３
線
２

４
２
︶
元
酪
農
業

脳
出
血
の

た
め

４
月

日
午
後
９
時


分

死
去
し
た

元
酪
農
業
大

西
文
雄
さ
ん

元
上
士
幌
町
農

協
勤
務
大
西
隆
雄
さ
ん
の
父


酪
農
業
浅
野
重
光
さ
ん

合
同

通
運
勤
務
山
根
靖
さ
ん
の
義

父

喪
主
は
妻
は
し
め
さ
ん


　

　

野
村
喜
一
さ

ん
　
　

︵
の
む
ら

・
き
い
ち
‖
１
０
１
歳

幕
別

町
宝
町
１
２
１
ノ
６
︶
元
の
む

ら
呉
服
店
社
長

虚
血
性
腸
炎

の
た
め

４
月

日
午
前
８
時

７
分

死
去
し
た

元
同
店
専

務
野
村
武
志
さ
ん
の
義
父

元

同
店
勤
務
野
村
恵
美
子
さ
ん
の

父

植
松
塗
料
店
勤
務
野
村
智

恵
さ
ん
の
祖
父

喪
主
は
長
女

の
夫
武
志
︵
た
け
し
︶
さ
ん


　

　

小
笠
原
玉
子
さ

ん
　
　

︵
お
が

さ
わ
ら
・
た
ま
こ
‖

歳

幕

別
町
札
内
西
町

ノ
１
︶
元
農

業

療
養
中
だ

た
が

４
月


日
午
後
４
時

分

死
去
し

た

元
幕
別
町
営
牧
場

元
十

勝
エ
コ
ロ
ジ

パ

ク

二
幸

産
業
勤
務
小
笠
原
均
さ
ん
の
義

母

か
ち
ま
い
札
内
勤
務
小
笠

原
陽
子
さ
ん
の
母

喪
主
は
長

女
の
夫
均
︵
ひ
と
し
︶
さ
ん


　

　

吉
井
信
康
さ

ん
　
　

︵
よ
し
い

・
の
ぶ
や
す
‖

歳

帯
広
市

西

南
３
ノ

︶
元
道
立
緑
뗭

丘
病
院
勤
務

療
養
中
だ

た

が
뗆４
月

日
午
後
１
時

分
뗆

死
去
し
た

ピ

チ
＆
パ

チ

勤
務
春
木
啓
孝
さ
ん
の
義
父


釧
路
皮
膚
科
ク
リ
ニ

ク
看
護

師
春
木
公
子
さ
ん
の
父

北
海

道
大
野
記
念
病
院
看
護
師
春
木

未
優
さ
ん

白
糠
学
園
勤
務
春

木
真
奈
さ
ん
の
祖
父

喪
主
は

長
女
の
夫
春
木
啓
孝
︵
は
る
き

・
ひ
ろ
た
か
︶
さ
ん


︵
お
く
や
み
は
２
面
に
も
︶

　
お
び
ひ
ろ
動
物
園
︵
柚
原
和

敏
園
長
︶
の
イ
ン
ド
ク
ジ

ク

﹁
オ
ト
ウ
サ
ン
﹂
뗊
雄

推
定


歳
以
上
︶
が
４
月

日
に
死

ん
だ


　
同
園
に
よ
る
と

オ
ト
ウ
サ

ン
は
１
月
ご
ろ
か
ら
止
ま
り
木

へ
飛
び
乗
る
こ
と
が
な
く
な

り

床
で
う
ず
く
ま

て
い
る

状
態
だ

た

４
月
に
は
立
ち

上
が
る
こ
と
も
難
し
く
な
り


８
日
に
病
院
で
治
療

一
時
的

に
回
復
し
た
も
の
の

そ
の
後

衰
弱
が
進
み


日
午
後

時


分
に
死
ん
で
い
る
の
を
職
員

が
発
見
し
た

死
因
は
老
衰


　
オ
ト
ウ
サ
ン
は
２
０
０
１
年

３
月
に
盛
岡
市
動
物
公
園
︵
岩

手
県
︶
か
ら
同
園
に
や

て
来

た


年
に
は
娘
の
ピ

ち


ん
が
生
ま
れ
る
な
ど
繁
殖
に
も

成
功


年

月
に
相
方
と
し

て
同
園
に
来
た
メ
リ

︵
雌


２
歳
︶
と
も
良
い
関
係
だ

た

と
い
う

飼
育
員
の
牧
野
由
巳

華
さ
ん
は
﹁
オ
ト
ウ
サ
ン
と
離

れ
る
と
メ
リ

は
よ
く
鳴
き


探
し
て
い
る
よ
う
だ

た
﹂
と

２
羽
の
様
子
を
話
す


　
柚
原
園
長
は
﹁
ク
ジ

ク
ら

し
い
ク
ジ

ク

羽
を
広
げ
て

ク
ジ

ク
の
特
徴
を
よ
く
伝
え

て
く
れ
た
﹂
と


年
に
わ
た

り
来
園
者
を
楽
し
ま
せ
て
き
た

オ
ト
ウ
サ
ン
を
ね
ぎ
ら

た


　
同
園
で
は
１
９
７
６
年
か
ら

イ
ン
ド
ク
ジ

ク
を
飼
育

現

在
は
メ
リ

１
羽
と
な
り
뗆뗒鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
収
束
後
に

メ
リ

の
相
方
を
探
す
予
定
﹂

︵
柚
原
園
長
︶
だ
と
い
う


︵
近
藤
周
︶


